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町章の由来
　 「立山」の文字を図案化したもの。
外輪の丸は行政区域内の融和を意味
し、立山の峰を表現する三角錐は、野
に山に町に力強く発展する町勢の姿を
表わしています。
　立山町は来年 1 月に町制 60 周年を
迎えます（関連記事 4 ページ掲載）。

たてやまたてやま
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み
ん
な
で
紡つ

む

い
だ
60
年
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　11
月
3
日
、4
日
に
町
民
文
化
祭
が
、町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
町
民
会
館
、
五
百
石
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　文
化
祭
に
は
華
道
や
書
道
、
絵
画
、
俳
句
な
ど
の
一
般
作
品
16

部
門
４
５
０
点
と
町
内
小
中
学
生
の
作
品
４
７
１
点
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
は
音
楽
会
と
民
謡
ま
つ
り
が
行

わ
れ
、
五
百
石
公
民
館
で
は
吟
道
大
会
と
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
た
町
菊
花
展
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
町
菊
花
展
結
果

　▼
町
長
賞
／
石
原
好
子
、
清
水
君
子
▼
町
議

会
議
長
賞
／
石
原
好
子
、
清
水
君
子
▼
町
教
育
長
賞
／
堀
忠
義

▼
町
菊
花
会
長
賞
／
寳
田
昭
男
（
2
点
）、
石
原
好
子
、
堀
忠
義
、

山
本
君
子
（
2
点
）
酒
井
ヒ
デ
子
▼
県
菊
花
会
長
賞
／
山
本
君
子

▼
北
日
本
新
聞
社
賞
／
石
原
好
子
▼
立
山
舟
橋
商
工
会
長
賞
／
堀

忠
義
、
酒
井
ヒ
デ
子
▼
新
栄
建
設
賞
／
寳
田
昭
男
▼
あ
る
ぺ
ん
村

企
画
賞
／
寳
田
昭
男
▼
立
山
ひ
ょ
う
た
ん
賞
／
清
水
君
子
▼
ナ
ビ

オ
賞
／
酒
井
ヒ
デ
子
▼
新
人
賞
／
村
田
久
美
子
▼
競
技
花
・
盆
養

七
本
立
／
寳
田
昭
男
▼
競
技
花
・
盆
養
三
本
立
／
堀
忠
義
▼
競
技

花
・
切
り
花
／
堀
忠
義
▼
自
由
花
／
石
原
好
子

芸
術
の
秋

立
山
町
民
文
化
祭

⇧町元気交流ステーションで
催された（上から）菊花と絵
画の展示と茶席
⇨（右から）町民会館で行わ
れた音楽会と小中学生の作品
展示

消
防
署
通
信

■
県
消
防
協
会
中
新
川
地
区
合
同

消
防
操
法
大
会
結
果

　平
成
25
年
度
県
消
防
協
会
中
新
川
地
区

合
同
消
防
操
法
大
会
が
10
月
20
日
、
町
営

上
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　立
山
町
、
上
市
町
、
舟
橋
村
の
各
消

防
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
／
❶
大
森（
立
山
）

❷
相
ノ
木
（
上
市
）
❸
舟
橋
村
消
防
団
❹

大
岩
（
上
市
）
❺
宮
川
（
上
市
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
／
❶
大
岩
（
上

市
）
❷
南
加
積
（
上
市
）
❸
新
川
（
立
山
）

❹
大
森
（
立
山
）
❺
五
百
石
（
立
山
）

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
を
開
催

　防
火
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
が
10
月
11
日
、

町
消
防
本
部
で
行
わ
れ
、
佐
伯
菫す

み
れさ
ん
（
立

山
中
央
小
学
校
4
年
）
と
大お

お
の
き
き
み
か

野
木
公
香
さ
ん

（
雄
山
中
学
校
3
年
）
の
作
品
が
最
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

１
６
５
点
の
作
品
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
作
品
2
点
は
、
県
少
年
婦

人
防
火
委
員
会
へ
応
募
作
品
と
し
て
出
品

さ
れ
ま
す
。

金
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

・
中
田
瑞み

ず
き紀

（
利
田
小
学
校
2
年
）

・
斉
藤
可か

し
ゅ
う修

（
利
田
小
学
校
3
年
）

・
佐
伯
菫す

み
れ（

立
山
中
央
小
学
校
4
年
）

・
中
村
由ゆ

め芽
（
立
山
中
央
小
学
校
5
年
）

・
中
村
剛た

か
や也
（
利
田
小
学
校
6
年
）

・
大お

お
の
き
き
み
か

野
木
公
香
（
雄
山
中
学
校
3
年
）

■
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

主
な
行
事

　11
月
8
日
か
ら
14
日
ま
で
の
期
間
、
町

元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
2
階
に
お
い
て

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　11
月
9
日
に
は
、
小
学
生
に
よ
る
一
日

消
防
士
や
婦
人
消
防
隊
に
よ
る
炊
き
出
し

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

消防操法大会の様子

平成 25 年度・上半期

地方債
現在高

一 般 会 計 121 億 8,729 万円
特 別 会 計 22億 3,418 万円

水道事業会計 21億　 246 万円

▶土地・山林　　　 　3,254,363.09 ㎡
▶建物　　　　　　　 　118,901.18 ㎡
               一般会計　　 24億 8,931万円

▶基金     
（H25.9.30 現在）

　　 　　  特別会計　  　  　　8,729万円
               （H25.9.30 現在）
▶有価証券等　　　　　  1 億 2,608 万円
 　（H25.9.30 現在）

町有財産状況
区分 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 27 億 7,871 万円 11 億 3,157 万円 11 億 6,214 万円

後期高齢者医療 6 億　 337 万円 2 億 3,858 万円 1 億 9,700 万円

墓地公園 923 万円 312 万円 235 万円

地域開発 2 億 7,494 万円 984 万円 183 万円

農業集落排水 1 億 5,866 万円 8,261 万円 6,948 万円

水道事業会計 8 億 5,780 万円 2 億 9,356 万円 1 億 6,637 万円

■事業特別会計・水道事業会計

区分 予算額 収入済額 比率

町税 29 億 8,569 万円 16 億 3,405 万円 54.7％

地方交付税 35 億 2,934 万円 24 億 7,749 万円 70.2％

分担金・負担金 2 億 4,005 万円 　 9,627 万円 40.1％

国・県支出金 28 億 4,961 万円 4 億 　  67 万円 14.1％

繰入金 1 億　 153 万円 0 万円 0％

繰越金 7 億 3,819 万円 7 億 3,819 万円 100.0％

諸収入 6 億 1,695 万円 1 億 2,140 万円 19.7％

町債 25 億 6,389 万円 0 万円 0％

その他 5 億 6,559 万円 2 億 6,342 万円 46.6％

合計 141 億 9,084 万円 57 億 3,149 万円 40.4％

■一般会計歳入

歳出・歳入とも平成 24年度からの繰越事業費を含みます。

町
の
家
計
簿

■一般会計歳出

災害復旧費・予備費

5 億
9,118万円

13億
1,767万円

6億
8,227万円

8億
2,539万円

1億
9,735万円

5億
3,061万円

8億
9,360万円

19億
3,473万円

14億
2,459万円

14億
1,559万円

28億
3,415万円

32億
2,819万円

(27.4%) (22.1%) (41.5%) (40.8%) (48.2%) (29.1%)

244万円6,492万円

1億
6,236万円

2億
4,937万円

3億
2,386万円

6億
421万円

6億
465万円

9億
8,989万円

1億
2,076万円 8,829万円

(41.3%) (53.6%) (16.4%) (52.4%) (73.5%) (4.7%)

6,333万円
5,219万円

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
、
町
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
町
条
例
に
基
づ
き
、
年
2
回
定
期
的

に
行
う
も
の
で
す
。
一
般
会
計
の
歳
出
は
、

予
算
額
１
４
１
億
９
，
０
８
４
万
円
の
う
ち
、

50
億
１
，
０
７
５
万
円
が
支
出
済
で
、
そ
の

比
率
は
35
・
３
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

一
時
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

9月30日現在、補助金などが未収入のため、支出済額が収入済額と比べて大
きい場合があります。
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叙勲・表彰

　富
山
南
高
校
、
富
山
中
部
高
校
の
校
長
を

務
め
、
県
教
育
委
員
会
次
長
な
ど
要
職
を
歴

任
、
豊
富
な
知
識
と
指
導
力
で
、
教
育
の
振

興
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　学
校
週
5
日
制
な
ど
教
育
改
革
へ
の
対
応

や
学
力
低
下
や
不
登
校
問
題
な
ど
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
た
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

教
育
の
最
前
線
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　大
畑
さ
ん
は
「
難
し
い
局
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
れ
も
み
な
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て

成
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
支
え
て
い
た
だ
い

た
多
く
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
大
畑
さ
ん
は

今
年
10
月
か
ら
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　20
年
以
上
に
わ
た
り
、
立
山
博
物
館
の
建

設
、
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
立
山
信
仰
の
研
究

や
布
橋
灌
頂
会
の
再
現
に
取
り
組
み
、
ま
た

公
立
高
等
学
校
長
と
し
て
、
社
会
教
育
・
学

校
教
育
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
11
年
に
立
山
博
物
館
の
館
長
に
就
任

し
、
立
山
信
仰
を
通
し
て
、歴
史
や
文
化
を

次
代
に
伝
え
る
「
語か

た

り
部べ

」
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。今
年
3
月
の
退
任
後
も
各
地
で

郷
土
史
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　米
原
さ
ん
は
「
教
師
と
し
て
、
語
り
部
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
富
山
で
暮
ら
す
こ
と
の

誇
り
を
伝
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
立
山
に
先
人
が
生
き
て
き
た
と
い
う
証

を
語
り
継
ぎ
た
い
で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
12
年
以
来
13
年
間
に
わ
た
り
、
複
数

の
集
落
を
基
盤
と
し
た
営
農
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
や
経
営

の
多
角
化
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　「地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
経
営
」、「
農
業

で
食
べ
て
い
け
る
専
従
者
を
つ
く
る
」
こ
と

を
目
標
に
ニ
ン
ニ
ク
み
そ
、
唐
辛
子
み
そ
な

ど
多
様
な
商
品
を
開
発
し
、
6
次
産
業
化
に

よ
る
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　代
表
の
土
肥
義
光
さ
ん
（
65
歳
・
坂
井
沢
）

は
「
表
彰
を
受
け
た
の
は
み
な
さ
ん
の
支
え

が
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。
い
た
だ
い
た
表
彰

に
恥
じ
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
5
年
以
来
20
年
間
に
わ
た
り
、
老
人

保
健
施
設
で
の
シ
ー
ツ
交
換
、
買
物
時
の
車

椅
子
介
助
、
手
芸
教
室
の
開
催
な
ど
、
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
、
高
齢

者
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　当
初
は
数
人
で
行
っ
て
い
た
活
動
で
し
た

が
、
献
身
的
な
活
動
に
賛
同
者
が
増
え
、
現

在
で
は
施
設
や
施
設
利
用
者
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　メ
ン
バ
ー
は
「
決
し
て
き
れ
い
な
仕
事
で

は
な
い
け
れ
ど
、
利
用
者
の
笑
顔
の
た
め
に

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
表
彰
を

励
み
に
こ
れ
か
ら
も
一
丸
に
な
っ
て
、
人
の

た
め
に
な
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

秋の叙勲県功労表彰

県功労表彰 県功労表彰
産業経済

部門功労
農事組合法人いこいの杜
【代表 土肥義光さん】

教育部門功労
米
よねはら

原　寬
ひろし

さん
【富山市・70 歳】

瑞宝小綬章
大
おおはた

畑　年
みのる

さん
【上宮・70 歳】

ボランティア
部門功労

陽だまりグループ
【代表 尾島久美子さん】

第 62 回県社会福祉大会被表彰者（敬称略）

■県知事表彰（優良民生委員児童委員の部）／髙野松夫（69 歳・道源寺）

■県社会福祉協議会会長表彰（社会福祉事業関係功労者の部）／泉野久美子（岩峅保育所）、桂博志（高原保育

園）、藏林淳子（下段保育所）、清水祐子（釜ヶ渕保育所）、谷美雪（新川保育所）、中崎悦子（富山市立豊田保育

所）、中田和子（五百石保育所）、舟橋裕美子（五百石保育所）、堀和代（釜ヶ渕保育所）、長嶋喜一郎（社会福祉

法人 立山福祉会）、釜土美紀・惠子（富山県里親会）

た
ゆ
ま
ぬ
先
人
の
努
力
に
感
謝　

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

　11
月
15
日
、
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
立

山
町
制
60
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
関

係
者
、
町
民
約
６
０
０
人
が
こ
れ
ま
で
の

町
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後
の
さ
ら
な

る
発
展
と
飛
躍
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　町
出
身
の
声
楽
家
大
畑
理
博
さ
ん
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
」
の
独
唱
が
開
式
前
の
ス

テ
ー
ジ
を
彩
り
、
式
典
で
は
舟
橋
町
長
が

多
大
な
恩
恵
を
受
け
る
黒
部
ダ
ム
や
立

山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に
情
熱
を
注

い
だ
先
人
に
感
謝
し
、「
町
民
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
、町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

財
政
と
地
域
力
を
強
化
し
、
来
る
べ
く
超

高
齢
社
会
を
乗
り
切
れ
る
質
の
高
い
ま
ち

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　桑
原
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

永
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
に
寄
与
し
た
60

周
年
記
念
特
別
表
彰
者
6
人
（
広
報
た
て

や
ま
11
月
号
で
紹
介
）の
表
彰
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
青
木
正
さ
ん
が
、「
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
に
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
寺

林
県
副
知
事
、
上
田
県
議
会
副
議
長
、
県

町
村
会
長
の
伊
東
上
市
町
長
、
姉
妹
都
市

の
愛
知
県
犬
山
市
の
田
中
市
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
姉
妹
都
市
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
特
別

市
江ガ

ン
ブ
ク
グ

北
区
か
ら
届
い
た
朴パ

ク

区
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　式
典
後
、
町
出
身
で
昭
和
女
子
大
学
長

の
坂
東
眞
理
子
さ
ん
が
「
人
が
輝
く
立
山

町
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
引
き
続
き
町
民
会
館
で
犬
山
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
舟
橋
町
長
と
田
中
市
長
が

両
市
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ら
い
じ
ぃ
」
と
「
わ
ん
丸
君
」
の
ぬ
い

ぐ
る
み
を
交
換
し
、
今
後
も
交
流
を
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

立
山
町
制
60
周
年
記
念
式
典

⬆長年の功績を称え、6人が表彰されました

⬇1町出身のバリトン歌手、大畑さんの美声がホールに響きました2特別表彰を受けた坂東さん

による講演3マスコットキャラクターのぬいぐるみを交換する田中市長（左）と舟橋町長

1 2 3
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12 月開催セミナー
～にぎわいと雇用の創出プロジェクト～

魅力発信！「立山」の
Pick Up News

ピックアップニュース

４
２
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
国
内
外
に
発
信

越
中
瀬
戸
焼
が
県
伝
統
工
芸
品
と
し
て
指
定

第
15
回
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
賞

「
み
ら
い
ぶ
」
と
「
立
山
W
A
い
い
ち
ゃ
一
座
」
が
受
賞

（
清
水
崇
宏
座
長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　「み
ら
い
ぶ
」
は
、
誰
も
が
快
適
に
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
ハ
ー
ド

面
で
の
充
実
と
幅
広
い
世
代
の
交
流
が
広

が
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
考
慮
し
た
設

計
が
評
価
さ
れ
、
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「立
山
W
A
い
い
ち
ゃ
一
座
」
は
、
精
神

障
害
が
あ
る
座
長
を
中
心
に
、
チ
ン
ド
ン

を
通
し
て
、
障
害
者
へ
の
偏
見
を
な
く
す

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害
を
受

け
入
れ
、
ま
わ
り
の
人
も
自
ら
も
元
気
に

し
て
い
る
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

立
山
中
央
と
高
野
・
上
東
Ｊ
Ｂ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
が
優
勝

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
リ
ー
グ
閉
会
式

景け
い
す
け介
（
上
東
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）
▼
3
塁
打
賞
／
槻

け
や
き

森し
ん
の
す
け

乃
介
（
舟
橋
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
）
▼
本
塁

打
賞
／
野
村
準じ

ゅ
ん
や也
（
新
川
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
）、
田
村
一か

ず
き稀

（
立
山
タ
イ
ガ
ー
ス
）

▼
最
多
勝
投
手
／
坂
田
龍り

ゅ
う
い
ち

一
（
利
田
ボ
ン

バ
ー
ズ
）

■
Ｔ
ボ
ー
ル
の
部

　▼
リ
ー
グ
戦
結
果
／

❶
高
野
・
上
東
Ｊ
Ｂ
Ｃ
❷
Ｔ
．Ｎ
．Ｊ
Ｂ
Ｃ

❸
釜
ヶ
渕
ピ
ー
ス
▼
2
塁
打
賞
／
山
本
要か

な
め

（
高
野
・
上
東
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）、
深
川
聖せ

い
ご吾
（
Ｔ
．

Ｎ
．Ｊ
Ｂ
Ｃ
）
▼
3
塁
打
賞
／
五
十
嵐
誠ま

こ
と人

（
高
野
・
上
東
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）
▼
本
塁
打
賞
／
村

田
大だ

い
ち地

（
Ｔ
．Ｎ
．Ｊ
Ｂ
Ｃ
）

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

■
野
球
の
部

　▼
リ
ー
グ
戦
結
果
／
❶
立

山
中
央
❷
立
山
タ
イ
ガ
ー
ス
❸
利
田
ボ
ン

バ
ー
ズ
▼
2
塁
打
賞
／
清
水
天た
か
と斗

（
立
山

中
央
）、
元
藤
大た

い
よ
う耀

（
立
山
中
央
）、
元
田

優勝した㊤立山中央野球ス
ポーツ少年団、㊦高野・上東
ＪＢＣジュニア

越中瀬戸焼「かなくれ会」
代表の釋永由紀夫さん

受賞した㊤町元気交流ス
テーション「みらいぶ」
㊦「立山 WA いいちゃ一座」

県
内
の
工
芸
品
に
光
を
当
て
る
た
め
、
今

年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
越
中
瀬

戸
焼
は
そ
の
第
1
号
と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　越
中
瀬
戸
焼
の
窯
元
で
組
織
す
る
「
か

な
く
れ
会
」
代
表
の
釋
永
由
紀
夫
さ
ん
は

「
新
幹
線
開
業
を
前
に
越
中
瀬
戸
焼
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
追
い
風
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
首
都
圏
を
は
じ

め
、
国
内
外
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
多
く
の
人
に
立
山
町
を
訪
れ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　10
月
31
日
、
県
伝
統
工
芸
品
の
指
定
書

交
付
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
、
越
中
瀬
戸
焼

ほ
か
計
6
品
目
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　県
伝
統
工
芸
品
指
定
制
度
は
国
指
定
の

伝
統
工
芸
品
の
規
模
要
件
を
緩
和
し
、
小

規
模
で
あ
っ
て
も
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る

☞ 合同就職面接会＆会社説明会
期日　　12 月 11 日㈬
時間　　13 時半～15 時半（受付 13 時～）
　　　　※入退場自由、事前申込不要
持ち物　履歴書、職務経歴書、雇用保険受給者資格者証、
　　　　ハローワークカード　など
場所　　町元気交流ステーション 2 階大会議室
※この面接会はハローワーク滑川と共同で実施します。
※参加企業は全て町内の事業所です。詳しくは協議会
ホームページをご覧ください。

☞『農業担い手育成セミナー』
第 3 回　『地元若手担い手が農業を熱く語る！』
講師　ブルーベリー園いなかふれさか　上野 達也 氏　
　　　農事組合法人たてやま営農組合　坂井 真信 氏
日時　12 月 5 日㈭
　●第 1 部　13 時～14 時 45 分
　　「担い手が語る農業の夢」
　●第 2 部　15 時～16 時 45 分
　　「夢の実現に向けて～ワークショップ～」
場所　町元気交流ステーション 2 階小会議室
第 4 回　『農業だけで終わらない農業の可能性』
講師　㈱ぶどうの木　本 昌康 氏
日時　12 月 12 日㈭
　●第 1 部　13 時～14 時 45 分
　　「ぶどうの木が語る、違った農業のあり方」
　●第 2 部　15 時～16 時 45 分
　　「ぶどう農家が試みる商品開発、販売戦略」
場所　町元気交流ステーション 2 階大会議室
第 5 回　『農業からの贈り物』
講師　㈱サラダボウル　田中 進 氏
日時　12 月 20 日㈮
　●第 1 部　13 時～14 時 45 分
　　「サラダボウルが語る、新しい農業のカタチ！」
　●第 2 部　15 時～16 時 45 分
　　「農業人の育て方」
場所　町元気交流ステーション 2 階大会議室

☞『農家民泊事業』
第 3 回　講習会　
講師　トップツアー㈱　山田 徹 氏
日時　12 月 6 日㈮
　●第 1 部　10 時～11 時半 「ニーズの高まりと背景」
　●第 2 部　13 時半～15 時半 「求められる食事とは」
場所　グリーンパーク吉峰内グリンパルよしみね

☞『実践的観光プロデュース』
～ケーキ屋がプロデュースした町おこし～
講師　8b ドルチェ　吉岡 博之 氏
日時　12 月 7 日㈯　13 時～15 時
場所　町元気交流ステーション 2 階小会議室

☞『ＩＴ活用によるブランド力アップセミナー』
講師　笑売繁盛㈱　代表取締役　桶下 眞理 氏
期日　12 月 14 日㈯
　●第 1 部　10 時～12 時
　　「フェイスブックに学ぶ144％成長の発信スキル！」
　●第 2 部　13 時～15 時
　　「フェイスブックでブランディング！」
場所　町元気交流ステーション 2 階小会議室　

☞『ホスピタリティ養成講座』
笑顔でのおもてなし～心と体のリラックス法～
講師　ヨガ療法士　都 あきこ 氏
日時　12 月 19 日㈭ 13 時～15 時
場所　町元気交流ステーション 2 階大会議室　

☞『ガイド・インストラクター養成講座』
　富山地方鉄道など町内の地域資源を魅力的に伝えて活
用できる能力を備えた人材を育成するセミナー
講師　品川 政仁 氏（電車テクニカルアドバイザー）
日時　12 月 21 日㈯　バスに乗って現地見学
　　　　❶ 12 時～14 時半、❷ 14 時半～17 時
　　　12 月 22 日㈰　電車に乗って現地見学
　　　　❶ 9 時～11 時半、❷ 12 時半～15 時
　　　　❸ 15 時～17 時半
集合場所　町元気交流ステーション 2 階中広間前

 『サポートたてやま』
　　立山町雇用創造協議会
　☎ 483-4830　FAX483-4831
　E-mail　info@tateyama-koyou.jp
　〒 930-1362　吉峰野開 12 グリーンパーク吉峰内
　ホームページ　https://www.tateyama-koyou.jp/
◎参加費は全て無料です
◎お申込みはホームページまたは電話から
◎雇用保険の就職活動の一つに認定されます
◎開催日時と詳細についてはホームページおよびチュー
　リップテレビの地域情報配信サービス『まいぷれ ×6
　ｃｈ』（チューリップ TV →ｄボタン（データ放送）→
　まいぷれ→セミナー情報）でご確認ください

広報たてやま　2013.12 広報たてやま　2013.12

　平成 23 年度に町地域再生対策
協議会「立山ブランド推進部会」
において制定した立山ブランド認定
制度の第 3 回目となる募集を行っています。生産者、
製造者のみなさまのご応募をお待ちしています。
応募期限　12 月 9 日㈪必着
　申請用紙は町ホームページからダウンロードまた
は、役場商工観光課窓口にあります。詳しくは下記
までお問い合わせください。
◉立山ブランド認定品「立山うまれ」とは
　立山町ならではの魅力ある農産物や加工品を立山
ブランド「立山うまれ」として認定し、広く PR し
認知度・知名度を向上させることで、町内産業の振
興、地域の活性化、町のイメージアップを図ること
を目的としています。
　町内に居住する個人や主たる事業所を有する法
人・団体が申請でき、立山らしさ、信頼性、市場性、
将来性、地域貢献などを基準に審査します。
問立山ブランド認定委員会事務局（役場商工観光課内）
☎ 462-9970

立山ブランド認定品

「立山うまれ」を募集
　11
月
17
日
、
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
で

第
17
回
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、

「
第
15
回
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

賞
」
を
町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
み

ら
い
ぶ
」と「
立
山
W
A
い
い
ち
ゃ
一
座
」

愛称決定！

立山町雇用創造協議会
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まちの身近な話題をレポート

カメラルポ
らいじぃ

9

「ドームでフリマ！」大盛況
町総合公園たてやまドーム

まちの身近な話題をレポート

カメラルポ

1 陸上教室では朝原さんが走
り方のこつなどを指導しまし
た 2 号砲とともに勢いよく
スタートする参加者

1 手作りの雑貨やリサイクル品な
ど多くの店舗が出店しました
2 スイーツデコに夢中の子ども
3 町内保育所・幼稚園の児童作品
の展示も行われました

　10月26日、町総合公園のたてやまドームでフリー
マーケットイベント「ドームでフリマ！」が開催され、
大勢の買物客が訪れました。これは町総合公園と町
シルバー人材センターをより多くの方々に知っても
らうことを目的に定期的に開催されています。
　衣類や手作りの雑貨などを販売する 50 店舗が出
店し、約 800 人の買物客が訪れました。中には、
スイーツのモチーフをさまざまな雑貨やアクセサ
リーに飾りつける「スイーツデコ」を楽しむ来場者
の姿も見られました。また、会場では相撲甚句やハー
モニカ演奏などのパフォーマンスが行われました。

スポーツの秋　健脚を競う
町制 60 周年記念

第 23 回立山アルペン健康マラソン大会

　第 23 回立山アルペン健康マラソン大会が 10 月
27 日に町総合公園で行われ、町内外から約 600 人が
出場し、軽快な走りで健脚を競いました。
　競技前には、北京五輪男子 400 ㍍リレー銅メダリ
ストの朝原宣治さんが指導する陸上教室が開催されま
した。貴重な体験に、雄山中学校陸上部の馬場梨

り お な

緒菜
さん（2 年）は「朝原さんのアドバイスをこれからの
競技に活かしたいです」と話しました。
※独立行政法人日本スポーツ振興センターの平成 25
年度スポーツ振興くじ助成金を活用しました。
■立山アルペン健康マラソン大会優勝者（敬称略）
▶小学生男子 1 ㎞／花田樹（富山市）▶小学生女子 1

1

1

雄山中学校　学習発表会

「届けよう　歌に込められし768人の想い」

　雄山中学校の学習発表会が 11 月 2 日に行われ、生徒による日
ごろの授業やクラブ活動の成果が展示、発表されました。
　合唱コンクールでは、各学年の全クラスが練習の成果を存分に
発揮し、詰め掛けた生徒の保護者たちは美しいハーモニーに惜し
みない拍手を送っていました。発表後には、県合唱連盟理事長の
松下正樹さんが「どの学年、クラスもハーモニーや歌い方に工夫
が見られて素晴らしかった」と講評しました。
　教室や廊下では、生徒の研究発表や作品展示のほか、保護者に
よるバザーや教職員による特別展示が行われました。

1 調和のとれた美し
い歌声を披露する生
徒たち
2 礼法室では茶道部
が茶席を設け、参加
者をもてなしました

1

2

1 利田小学校では児
童たちがパネルを使い
140 周年を祝いまし
た
2 新瀬戸小学校の体育
館には明治～平成まで
の入学・卒業写真など
が展示されました

立山舟橋商工フェア＆たてやま特産まつり
　11 月 10 日に町民会館と会館前駐車場で立山舟橋商
工フェアと第 25 回たてやま特産まつりが開催され、大
勢の来場者でにぎわいました。
　全国の特産品や地元産の野菜、農産加工品などを販売
する「うまいもん市」が催され、直径 2.5 ㍍の「まほ
ろばの大鍋」で作られたキノコ鍋には長い行列ができて
いました。町民会館では雄山中学校吹奏楽部と県警音楽
隊の演奏、町内の伝統芸能が披露されました。
　また、『第 1 回立山町米・食味鑑定コンテスト』が行わ
れました。これは、応募のあった町内 23 の農業者が生産
した米（コシヒカリ）の食味値を機械で測定・採点して行
われたもので、高畑平男さんが最優秀賞に選ばれました。
■第1回立山町米・食味鑑定コンテスト結果（敬称略・受付順）
▶最優秀賞／高畑平男（目桑）▶優秀賞／越本好信（一
本木）、加藤春夫（上瀬戸）、堀田進（目桑）、高畑賦

みつぐ

（目桑）

利田小学校と新瀬戸小学校

創校140周年を祝う

　利田小学校と新瀬戸小学校が明治 6 年（西暦
1873 年）の創校から 140 周年を迎え、各学校でこ
れまでの歩みを振り返り、節目の年を祝いました。
　利田小学校では、10 月 26 日に創校 140 周年記
念式典が行われ、杉田孝志校長が「地域のシンボルと
して愛されてきた学校を児童たちには誇りを持って、
大切に守ってほしいです」と式辞を述べました。児童
からは 5 年生 74 人が自ら調べた学校の歴史を紹介
し、伝統を受け継ぐ決意を新たにしました。
　新瀬戸小学校では、11 月 2 日に学習発表会ととも
に特別企画として、140 年の歩みを振り返るスライ
ドを上映しました。学習発表会では地域に伝わる「池
田浄瑠璃」や舞台劇が上演されました。また、会場に
は創校からの写真が展示され、来場者は昔懐かしい写
真の数々に目を細めていました。

新瀬戸小学校5、6年生が陽風の里で上演

伝統芸能「池田浄瑠璃」を熱演

　11 月 7 日、ケアホーム陽風の里で新瀬戸小学
校の 5、6 年生 8 人が池田地区に約 400 年前か
ら伝わる「池田浄瑠璃」を上演しました。
　「池田浄瑠璃」は一時期途絶えたものの、昭和
62 年に郷土伝統芸能として復活し、新瀬戸小学
校の児童によって学習発表会や施設慰問などを通
して上演され、現在に受け継がれています。
　今年の演目は『傾

けいせい

城阿波の鳴門 巡礼お鶴（前
編）』。離ればなれになった親子を巡る悲劇と愛ら
しくも胸を打つ児童たちの熱演に、施設利用者た
ちは涙を浮かべながら見入っていました。

1「とざい、とーざい！」と口上
を述べる語

かた

り部
べ

役の児童
25 カ月間におよぶ稽古の成果を
披露する児童たち
3 上演後、握手をしてまわる児童
たちに利用者たちは「上手だった
よ」と声を掛けていました

1 2

3

3

1

2

2

2

1 あいにくの雨模様でしたが、多くの買物客でにぎわいました
2 大鍋で作られる具だくさんのキノコ鍋 3 町民会館大ホールで
は獅子舞や和太鼓などが披露されました

3
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㎞／恒川知優（富山市）▶中学生男子 3 ㎞／石坂守（雄山中
学校 3 年）▶中学生女子 2 ㎞／米沢美柚（雄山中学校 3 年）
▶一般男子 3 ㎞／勝平拓也（富山市）▶一般女子 2 ㎞／中
才亜希子（富山市）▶小学生 3 年リレー／Ａ ．Ｃ. TOYAMA 
ｋｉｄｓ▶小学生 6 年リレー／ＫＡＧＥＵＳＵ▶中学生男子リ
レー／チームＯＹＭ▶中学生女子リレー／ＯＹＭ 4 ▶フリー
リレー／Ｍ・Ａ・Ｏ▶町制 60 周年記念リレーマラソン／チー
ムおざキング

1

2
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図書館おすすめ ザ 一冊

介護保険アレコレ

■「スーパーマン－真実と正義、そして星条旗と共に
生きた７５年－」　［Ｌ．タイ著］
　ミッキーマウスと並ぶアメリカ大
衆文化の肖像、スーパーマンが誕生
したのは今から 75 年前の 1938 年
でした。大不況下にあったアメリカ
において、スーパーマンは国民が求
める強く正しい希望の象徴として、
一躍ヒーローになりました。本書は、そのスーパーマ
ンに関する全ての情報が収められています。アメリカ
でなぜ今も人気があるのかを分析し、時代背景と共に
スーパーマンがどのような変遷をたどったのか、作者、
脚本家、監督、役者、版元などをはじめ、スーパーマ
ンに関わった多くの人々の話が紹介されています。 
■新着図書
◇ハーバードからの贈り物［Ｄ . ウェイドマン著］◇
親鸞の信仰と呪術［小山聡子著］◇名画で読み解く「世
界史」［祝田秀全監］◇地理と地図そして旅［大沼一
雄著］◇プレジデント・クラブ［Ｎ.ギブスほか著］◇
おわらの記憶［おわらを語る会編］◇生物多様性読本

［上赤博文著］◇フェイスブック 100％活用ガイド［リ
ブロワークス著］◇農の福祉力［池上甲一著］◇東京
百年老舗［BerettaP-13 著］◇神が書いた曲［梅津
時比古著］◇敗戦満州追想［岩見隆夫著］◇原風景の
なかへ［安野光雅著］◇軍神の血脈［高田崇史著］◇
絹の家［Ａ．ホロヴィッツ］◇さいこうのスパイス［亀
岡亜希子著］
■開館時間
▶日～土曜日 9 時半～19 時 ※ 12/29 ～1/3 は休館
問立山図書館☎ 463-0634

1011

■『小規模多機能型居宅介護』ちゃなにけ？
　『通い』( デイサービス ) を中心に、必要に応じて『訪
問』( 訪問介護 ) と『宿泊』( ショートステイ ) が並行
して受けられる一種のセットメニューのようなサービ
スです。毎回のようにケアプランを作り直さずとも、
必要に応じて３つのサービスを臨機応変に選べる大き
なメリットがあります。また、３つのサービスを顔なじ
みのスタッフに対応してもらえるため、人見知りしが
ちな方でも介護スタッフと親しみやすいというのも特
徴です。利用を希望される場合は、町地域包括支援セ
ンター（☎ 462-9088）に相談してください。
中新川郡の小規模多機能型居宅介護事業所
▶福来老・米沢（米沢 32-1-3 ☎ 464-2996）
▶小規模多機能お気良倶上市

（上市町稗田 32-1 ☎ 473-3522）
■ 12 月の介護保険料（65 歳以上の方）
▶特別徴収　第 5 期

（12 月の公的年金支払い時に天引きされます。）
▶普通徴収　第 6 期（12 月 25 日㈬納期限）
※口座振替の方は、残高の確認をお願いします。
問中新川広域行政事務組合介護保険課

（舟橋村国重 242）☎ 464-1316
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■クリスマス in みらいぶ
　クリスマスリース作りあり、トランポリン体験あり、
ミュージックベルの演奏ありと盛りだくさん。当日限りで
風船の部屋も登場します。らいじぃも遊びに来るよ。
　また、１２月１日からは館内スタンプラリーやクリスマ
ス飾りコーナーも予定しています。
　みらいぶのクリスマスを一緒に楽しみましょう。
日時　12 月 21 日㈯　10 時～15 時
　　　　　　（ミュージックベルの演奏は 13 時～）
場所　町元気交流ステーション『みらいぶ』
※詳細はみらいぶに設置してあるチラシをご覧ください。
問町元気交流ステーション管理事務室☎ 463-0001

■常願寺ハイツ 冬の特別教室
　参加希望の方は、電話で申し込みください。電話予約は
12 月 4 日㈬ 13 時半から受付を開始します。
■親子ふれあいプール教室
　親子のスキンシップを目的としたプール教室です。親子
での体操やプールプログラムで、楽しい時間を過ごします。
期日　▶水曜日　1 月 22 日、29 日
                    　2 月 12 日、26 日
                    　3 月 12 日、19 日
　　　▶金曜日　1 月 10 日、17 日
　　　　　　　　2 月 7 日、21 日
　　　　　　　　3 月 7 日、14 日
時間　10 時 15 分～12 時 15 分
対象者　6 カ月～ 3 歳児と保護者　定員　各日 20 組
参加費　1 組 1,050 円（参加日当日フロントで支払）
※別途、利用料（大人 370 円、小人 110 円）が必要
■冬の短期水泳教室 2013
　冬場の運動不足解消！安心の泳力別練習です。
コース　Ａ：水慣れ、初心者向け
　　　　Ｂ：今年のうちに、もう少し泳げるように
　　　　　　なっておきたい小学生向け
期日　▶Ａコース 12 月 21 日㈯～23 日㈪の 3 日間
　　　▶Ｂコース　12 月 21 日㈯、22 日㈰、23 日㈪、
　　　　　　　　 25 日㈬、26 日㈭の 5 日間
時間　8 時 45 分～10 時（体操含む）
対象者　▶Ａコース 3 歳児～小学生　定員 45 人
　　　　▶Ｂコース 小学生　定員 20 人
参加費　▶Ａコース 1 人 3,990 円（利用料含む）
　　　　▶Ｂコース 1 人 6,300 円（利用料含む）
※申込は 12 月 11 日㈬まで
■中高年からのらくらく短期水泳教室
　健康づくり、肥満解消に水泳を！まずは、水慣れ、浮き
方、進み方、呼吸練習からはじめましょう。
期日　❶水曜日　1 月 15 日、22 日、29 日
　　　　　　　　2 月 5 日、12 日、19 日
　　　　　　　　3 月 5 日、12 日、19 日の 9 日間
　　　❷木曜日　1 月 16 日、23 日、30 日
　　　　　　　　2 月 6 日、13 日、20 日
　　　　　　　　3 月 6 日、13 日、20 日の 9 日間
時間　13 時半～14 時 45 分
対象者　中高年水泳初心者　定員　❶❷各 10 人
参加費　1 人 12,600 円
※別途、利用料（370 円）が必要
問常願寺ハイツ☎ 462-1164

■立山自然ふれあい館のイベント
年越し手打ちそば販売（2 食入 500 円）
日時　12 月 31 日㈫　11 時～
※販売数は 150 セット。限定数になり次第締め切ります。
また、当日 13 時までの受け取りが可能な方に限ります。
問立山自然ふれあい館☎ 462-8555

■ 平成 26 年立山町成人式
日時　平成 26 年 1 月 12 日㈰　10 時～
場所　町民会館大ホール
対象者　平成 5 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月 1 日生まれの方
※町外に転出などされた方でも式典に出席できます。
問役場教育課生涯学習係　☎ 462-9982

■たてやま町民カレッジ 2013 修了記念講演
演題　『脳を若返らせる脳トレーニング法』
日時　平成 26 年 2 月 22 日㈯　13 時半～15 時
場所　町民会館 2 階第 3 会議室
講師　田淵 英一 氏
　　　（富山国際学園・富山短期大学 教授、医師・医学博士）
定員　50 人（定員になり次第締切）　参加費　無料
※町民カレッジ受講者以外の方も参加できます。
問役場教育課生涯学習係☎ 462-9982
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年
金
手
帳
、年
金
証
書
、印
鑑
、

預
金
通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ご
家
族
な
ど
代
理
の
方
の
場

合
は
、
別
に
「
委
任
状
」
が
必

要
で
す
。

●
年
金
相
談
の
日
程

年
金
だ
よ
り

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

　国
民
年
金
保
険
料
は
原
則
、
翌
月
末

ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
期
日
を
過
ぎ
て
い
て
も
2

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が

一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
税
金
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、
早
急
に
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の

手
間
が
か
か
ら
な
い
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き

ま
す
。

　な
お
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
す
る
こ

と
で
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
魚
津
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
４
９
４

問
役
場
住
民
課
住
民
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
２

領
収
書
な
ど
の
書
類
／
5
年

問
魚
津
税
務
署

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
３
７
０



②①

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方も受診できます。希望される方は、町保健センターへお申し込みください。

保健
だ よ り

問い合わせ先
町保健センター☎463-0618

■12月1日から 1 月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書に代わるものです。

パ
パ 

裕
貴
さ
ん　

マ
マ 

美
雪
さ
ん

元
気
に
の
び
の
び
大
き
く
な
っ
て
ね
！

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ネ
。

♥
松
岩　

健け
ん
し
ん心

く
ん
（
1
歳
6
か
月
）

♥
筒
井　

玲れ

く

と

玖
柊
く
ん
（
1
歳
6
か
月
）

パ
パ 

雄
大
さ
ん　

マ
マ 

真
樹
子
さ
ん

気軽にできるリラクセーション法
　先日、11月8日㈮に行われた健康づくりボランティ

ア養成講座～ストレスとのつきあい方～（講師：臨床

心理士　密田博子氏）から、気軽にできるリラクセー

ション法を紹介します。ぜひお試しください！

○ 10 秒呼吸法（腹式呼吸）

①　「1、2、3」で息を吸い込む

②　「4」で息を止める

③　「5、6、7、8、9、10」で息を吐き出す

④　①～③を繰り返す

○セルフリラクセーション～肩のゆるめ～

　適度な緊張感を維持しながら余分な緊張をゆるめる

　①　両肩を耳につけるようにゆっくりと上げる

　②　肩の力を抜く

　③　肩の筋肉がゆるむのを味わう

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康管理業務に使用するためであり、
ほかの目的で使用することはありません。成人保健

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

大腸がん検診

12月 10日 ㈫

8：30 ～ 9：30 町保健センター
（町元気交流ステーション3階）

○大腸がん検診は無料です。
○検診結果は約１か月後に県健康増進センター
　から個人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の
　５日前までに町保健センターでお受け取りくだ
　さい。
○年に 1 度、がん検診を受けましょう！

1月 10日 ㈮

1213

　12 月のテーマは「塩分」です。詳しくは町保健センターへお問い合わせください。
※健康づくり川柳の締め切りは毎月末です。また、応募は一人 5 句までにさせていただきます。

健康づくり川柳募集中！

■ 10 月の優秀作品
テーマ「スポーツ」 

・「一二三、　毎日続けて　年伸びる」増田純さん
・「ウォーキング　始めてわかる　四季の色」とんがりやま男さん
・「スポーツは　健康維持と　呆け防止」細川喜久惠さん

　空気が乾燥してくると、本格的なインフルエンザのシーズンに突入します。遅くとも 12 月上旬までに、

インフルエンザの予防接種を受けておきましょう。

　予防接種を受けたからといって、絶対にインフルエンザにかからないわけではありません。しかし、重症

化の予防やかかる確率の低減につながるとされています。最低限の備えとして、予防接種を受けましょう。

～予防接種のほかに、こんな対策を習慣に～

●帰宅時は、まず手洗い・うがい●室温は 20℃以上、湿度は 50 ～ 60％に保つ●寒くても換気を行う　

●人混みではマスクを着用する●バランスのよい食生活を心がける●十分に休養（睡眠）をとる●せきエチ

ケットを徹底する

■インフルエンザシーズン近づく！
予防接種を忘れずに

　県内の飲食店でノロウイルスによる食中毒が発生しました。感染性胃腸炎の流行は、12 ～ 1 月にピーク

を迎えます。ノロウイルス感染症・食中毒の正しい知識を身につけ、いますぐ予防対策を始めましょう。

～予防のポイント～

●トイレの後、食事の前、調理の前などに、石けんと流水でよく洗う●食品は、十分に洗い、中心までよく

加熱（85℃以上で 1 分以上）する●調理器具は、その都度洗剤で洗い、熱湯などで十分消毒する●下痢な

どの症状が見られる場合には、調理に従事しない●バスタオルや手拭きタオルは共有せず、個別のものを準

備する●気になる症状がある場合は、早めに医療機関を受診する●感染している人の吐物や便などを処理す

る際には、マスクや手袋などを装着し、飛び散らないように扱う。床などに付着した場合は、次亜塩素酸ナ

トリウム溶液（塩素系漂白剤として市販）で消毒を行う

■ノロウイルス感染症・食中毒にご注意！

広報たてやま　2013.12 広報たてやま　2013.12

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

ベビママ相談 12月 4日㈬ 13：00 ～13：30 平成25年4・5月生まれ（※）
母乳相談がある方は要予約 小児科診察、栄養相談、個別相談、母乳相談（助産師）

パパママ教室 12月 7日㈯    9：00 ～ 9：15 平成26年1～3月に
第一子出産予定の夫婦

ビデオ学習、 お産の知識と準備、 パパの育児参加につ
いて、 もく浴体験など（要予約）

1歳6か月児健診 12月 12日㈭ 13：00 ～13：30 平成24年6月生まれ 小児科・歯科診察、フッ素塗布（希望者）、栄養相談、個別
相談、子育て相談（臨床心理士）

むし歯予防教室 12月 18日㈬ 13：00 ～13：30 フッ素塗布2回～4回目の方 ①歯科診察
②フッ素塗布（歯ブラシを持参してください）

3歳児健診 12月 19日㈭ 13：00 ～13：30 平成22年8月生まれ 小児科・歯科・耳鼻咽喉科診察、尿検査、栄養相談、個別相
談、必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

4か月児健診 12月24日㈫ 13：00 ～13：30 平成25年8月生まれ 小児科診察、離乳食について、個別相談

※11月号では「ベビママ相談」の対象を「平成24年4・5月生まれ」と表記しましたが、正しくは「平成25年4・5月生まれ」です。

■がん医療機関検診のお知らせ
　町では、医療機関でのがん検診を行っています。今年度、まだ受診されていない方で、受診を希望される方

は、受診券に記載されている指定の医療機関へ事前に電話予約してください。

◎対象者　町内在住の 40 歳以上の方 ( 子宮がん検診は 20 歳以上 )

◎検診実施期間　▶胃がん検診：12月28日㈯まで　▶大腸・子宮・乳がん検診：平成26年2月28日㈮まで

◎検診実施医療機関　▶胃・大腸がん検診：町内指定医療機関　▶子宮がん検診：県内産婦人科（県立中央病

院・富山大学附属病院を除く）　▶乳がん検診：県健康増進センター・かみいち総合病院（健診センター）

◎自己負担（節目検診およびクーポン検診該当の方は無料）

▶胃がん検診：胃透視 1,200 円・胃内視鏡 1,500 円　▶子宮がん検診：頚部検診 1,700 円・頸体部検診 2,500 円

▶乳がん検診：一方向 1,200 円／二方向 1,500 円（※ 二方向撮影は 40 歳代のみ）

※受診券は必ず持参してください。受診券のない方は、町保健センターへ連絡してください。

※がん検診の個人通知は、74 歳以下の方に行っています。通知のない方でも受診できます。町保健センター

へ連絡してください。

第5回「みらいぶ発耳寄り健康豆知識」

　冬に起きやすい“脳卒中”につ

いてのミニ講座を開催します。寒

くなり、体調管理が気になるこれ

からの季節、聞いてトクする健康

豆知識を増やしませんか？

　また、図書館内には脳卒中に関する本の展示コー

ナーを設けます。ぜひお立ち寄りください。

日時　12 月 7 日㈯　15 時～16 時

場所　立山図書館内　地域情報交流サロン

　　　（町元気交流ステーション１階）

テーマ　「脳卒中を予防しましょう！」

講師　　富山大学　学長　遠藤 俊
しゅんろう

郎 氏

　　　　（元富山大学病院長、前脳神経外科学教授）

 （　　　　　　　 　　　　　　　　　  ）今年度の集団がん検診（胃・子宮・乳房・肺がん検診）は
終了しました。医療機関検診をご活用ください。



臨
時
保
育
士
を
募
集

勤
務
場
所

　❶
日
中
上
野
保
育
所
❷
新

川
保
育
所
❸
釜
ヶ
渕
保
育
所

勤
務
時
間

　❶
9
時
～
15
時
半
（
1
月

～
）
❷
7
時
45
分
～
8
時
45
分
・
15
時

半
～
17
時
半
❸
7
時
45
分
～
9
時
15

分
・
16
時
～
17
時
半

※
そ
れ
ぞ
れ
時
間
は
応
相
談
。
❷
❸
は

ど
ち
ら
か
だ
け
で
も
可
。

業
務
内
容

　保
育
所
で
の
保
育
業
務

応
募
資
格

　保
育
士

登
録
方
法

　健
康
福
祉
課
（
町
元
気
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）
に
あ
る
提
出

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
育
士

資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
う
え
提
出
。

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

臨
時
看
護
師
を
募
集

　子
育
て
中
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

募
集
人
数

　若
干
名

勤
務
時
間

　平
日
の
み
9
時
～
16
時
半

の
間
で
要
相
談
（
週
1
～
2
回
、
3
時

間
半
か
ら
で
も
可
能
で
す
）

業
務
内
容

　訪
問
看
護
業
務

応
募
資
格

　看
護
師
免
許
、
普
通
自
動

車
免
許
を
お
持
ち
の
方

受
付
期
限

　12
月
27
日
㈮

問
町
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
４
６
３・０
６
１
８

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

統
計
調
査
員
の
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
。

業
務
内
容

　国
な
ど
が
実
施
す
る
統
計

調
査
の
調
査
票
の
配
布
と
回
収
な
ど
を

行
い
、
調
査
書
類
を
町
な
ど
へ
提
出

応
募
資
格

　立
山
町
内
に
在
住
し
、
年

齢
20
歳
以
上
75
歳
以
下
の
方
で
、税
務
、

警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係
す
る
職
に
就

い
て
い
な
い
方

登
録
方
法

　登
録
カ
ー
ド
（
申
請
書
）

に
自
筆
で
記
入
後
、後
日
面
接
を
行
い
、

適
格
と
な
っ
た
場
合
、
登
録
統
計
調
査

員
と
し
て
登
録

※
登
録
カ
ー
ド
は
役
場
企
画
政
策
課
に

あ
り
ま
す
。（
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

手
当

　2
～
4
万
円
程
度
の
調
査
手
当

と
交
通
費
な
ど
を
支
給

※
調
査
の
種
類
や
調
査
対
象
数
で
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
企
画
政
策
課
企
画
広
報
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
８

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◉
募
集
住
宅

《
低
所
得
世
帯
向
け
住
宅
》

下
米
沢
町
営
住
宅
（
3
Ｄ
Ｋ
）
3
室

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅
（
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
1
室

募
集
期
間

　12
月
2
日
㈪
～
10
日
㈫

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

《
中
堅
所
得
世
帯
向
け
住
宅
》

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅(

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ) 

4
室

募
集
期
間

　常
時
受
付

※
入
居
要
件
や
家
賃
に
つ
い
て
は
建
設

課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

平
成
26
年
度
保
育
所
（
園
）
の

入
所
申
込
に
つ
い
て

　平
成
26
年
4
月
か
ら
の
保
育
所（
園
）

の
入
所
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

　平
成
26
年
度
保
育
所
入
所
希
望
申
込

書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
、
入
所
希
望
さ

れ
た
保
育
所
（
園
）
か
ら
関
係
用
紙
を

配
布
し
ま
す
。

　新
規
入
所
の
方
は
「
入
所
申
込
書
」、

継
続
入
所
の
方
は
「
現
況
届
」
に
な
り

ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え
て
各
保
育
所

（
園
）
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

※
「
希
望
申
込
書
」
を
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
お
よ
び
育
児
休
業
期
間
の
終
了

な
ど
で
、
年
度
途
中
に
入
所
を
希
望
さ

れ
る
方
は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
所
基
準

　保
護
者
お
よ
び
同
居
家
族

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

▼
居
宅
外
で
働
い
て
い
る
▼
居
宅
内
で

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
▼
母
親

が
出
産
を
控
え
て
い
る
、
ま
た
は
出
産

後
間
も
な
い
▼
疾
病
や
障
害
が
あ
る
▼

疾
病
や
障
害
が
あ
る
人
を
常
時
介
護
し

て
い
る
▼
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い

る
▼
そ
の
ほ
か
、
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
事
情
が
あ
る

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　月
～
金
曜
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
12
月
の
イ
ベ
ン
ト

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
の
森
保
育
園
／
イ
ベ
ン
ト
日 

5
日
㈭
、19
日
㈭
、28
日
㈯

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
／
イ
ベ
ン
ト
日

　5

日
㈭
、
12
日
㈭
、
18
日
㈬
、
24
日
㈫

☎
４
６
３・０
０
６
１

高
原
保
育
園
／
イ
ベ
ン
ト
日

　7
日

㈯
、17
日
㈫
、24
日
㈫

☎
４
６
３
・
１
４
３
０

西
部
児
童
館
／
イ
ベ
ン
ト
日

　毎
週

火
、
水
、
木
曜
日
（
※
日
曜
日
・
祝
日

は
お
休
み
で
す
。
※
12
月
28
日
か
ら
1

月
5
日
ま
で
の
期
間
は
お
休
み
で
す
。）

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

12
月
の「
み
ら
い
ぶ
☆
き
っ
ず
」

対
象
者

　町
内
に
お
住
ま
い
の
１
歳
３

カ
月
ま
で
の
親
子

日
時

　12
月
20
日
㈮

　9
時
半
～

内
容

　ミ
ニ
お
楽
し
み
会
と
フ
リ
ー

ト
ー
ク
、身
体
計
測
・

栄
養
相
談
・

健
康

相
談

場
所

　町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
町
元
気
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

農
地
利
用
権
設
定
相
談
会

実
施
日

▼
12
月
16
日
㈪
（
立
山
・
釜
ヶ
渕
）

▼
12
月
17
日
㈫
（
下
段
・
大
森
）

▼
12
月
18
日
㈬
（
五
百
石
・
高
野
）

▼
12
月
19
日
㈭
（
上
段
・
東
谷
）

▼
12
月
20
日
㈮
（
利
田
・
新
川
）

時
間

　9
時
～
正
午

場
所

　役
場
3
階
第
1
会
議
室

内
容

　農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
に
関
す

●消費生活相談
期日　毎週月、水、金曜日
時間　8 時半～17 時
場所　消費生活相談所
　　　（役場 1 階住民課横）
問消費生活相談所☎ 462-9915
●町ふれあい総合相談センター相談日程
※場所は町元気交流ステーション3階です。
■在宅介護相談
期日　毎週月～金曜日
　　　（休館日除く）
時間　10 時～16 時
相談員 介護支援専門員、ホームヘルパー
■心配ごと相談
期日　毎週木曜日（休館日除く）
時間　13 時半～15 時半
相談員　民生児童委員
■無料法律相談【予約制】
期日　12 月 5 日㈭、1 月 9 日㈭
時間　13 時半～15 時半
相談員　弁護士
■行政相談
期日　12 月 12 日㈭
時間　13 時～16 時
相談員　行政相談委員
■人権相談
期日　12 月 18 日㈬
時間　13 時～16 時
相談員　人権擁護委員
各種相談日程の問い合わせ先
町社会福祉協議会☎ 463-5856
●税務課、住民課延長窓口
　毎週月曜日（閉庁日除く）は税務
課と住民課窓口を 18 時半まで延長
しています。
12月開設日　2 日、9日、16 日
▶税務課　町税などの収納、町税に
関する税証明の交付
▶住民課　戸籍謄抄本・住民票・印
鑑証明の交付、印鑑登録、医療費助
成申請など医療費に関すること
問役場税務課収納管理係☎ 462-9951
問役場住民課住民係☎ 462-9962
問役場住民課医療保険係☎ 462-9956

る
相
談
受
付

※
右
記
日
時
以
外
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
で
受
付
し
ま
す
。

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
４
６
２
・
９
９
７
２

第
3
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類

　❶
甲
種
❷
乙
種
第
1
、2
、

3
、5
、6
類
・
丙
種
❸
乙
種
第
4
類

試
験
日

　❶
平
成
26
年
2
月
8
日
㈯
午

前
❷
2
月
8
日
㈯
午
後
❸
2
月
9
日
㈰

午
前
・
午
後

場
所

　富
山
国
際
会
議
場

〈
受
付
期
間
〉

書
面
申
請

　12
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

　

電
子
申
請

　12
月
8
日
㈰
9
時
～
17
日

㈫
17
時

受
験
願
書
・
問
い
合
わ
せ
先

町
消
防
署
安
全
係

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
路
上
駐
車
は
止
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

道
路
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

（
除
雪
作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）。

▼
樹
木
が
道
路
に
垂
れ
下
が
ら
な
い
よ

う
に
枝
切
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

（
最
低
限
の
マ
ナ
ー
は
守
り
ま
し
ょ
う
）。

▼
歩
道
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
（
自
宅
の
前
は
わ
が
家
も
同
然
）。

▼
地
域
ぐ
る
み
の
除
雪
に
ご
協
力
を
（
ま

ち
づ
く
り
は
ご
近
所
の
助
け
合
い
か
ら
）。

▼
雪
道
の
運
転
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

（
ス
リ
ッ
プ
・
水
は
ね
に
注
意
）。

※
除
雪
に
よ
る
破
損
な
ど
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
道
路
の
消
雪
装
置
が
稼
動
し
な
い
場

合
は
機
械
除
雪
で
対
応
し
ま
す
。

問
役
場
建
設
課
土
木
施
設
維
持
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
８

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を

　冬
の
時
期
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
、
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
を
凍
結
か
ら

守
る
た
め
、
保
温
材
や
古
毛
布
な
ど
で

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
蛇
口
は
凍

結
し
や
す
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
漏
水
の
確
認
方
法

　宅
内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、
水
道

メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
ボ
ッ
ク
ス
内
の

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
け
、
中
の

銀
色
の
コ
マ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ゆ

っ
く
り
で
も
コ
マ
が
回
っ
て
い
る
場
合

は
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
町
給
水
指
定
工
事

店
で
修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
積
雪
期

間
（
12
～
2
月
）
は
水
道
検
針
を
行
い

ま
せ
ん
。
宅
内
や
メ
ー
タ
ー
器
周
辺
の

漏
水
に
か
か
る
修
理
費
用
お
よ
び
水
道

使
用
料
金
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
冬
期
水
道
料
金
の
納
付
に
つ
い
て

　1
月
～
3
月
納
付
分
の
水
道
料
金
は

基
本
料
金
の
み
を
請
求
し
、
超
過
使
用

分
は
4
月
に
精
算
し
ま
す
。
た
だ
し
、

申
請
が
あ
れ
ば
こ
の
期
間
の
水
道
料
金

を
一
定
水
量
ま
た
は
一
定
金
額
で
納
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
印
鑑
を

持
参
し
、
役
場
水
道
課
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。
以
前
か
ら
定
額
納
付
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
申
請
金
額
は
１
年

間
の
使
用
水
量
を
確
認
し
、
調
整
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
請
受
付
期
限

　12
月
13
日
㈮

問
役
場
水
道
課
水
道
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
０

■
冬
期
下
水
道
料
金
の
納
付
に
つ
い
て

　1
月
～
3
月
納
付
分
の
水
道
料
金
は

基
本
料
金
の
み
を
請
求
し
、
超
過
使
用

分
は
4
月
に
精
算
し
ま
す
。
こ
の
期
間

の
水
道
料
金
を
一
定
水
量
で
届
出
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
下
水
道
料
金
も
同
水

量
で
算
定
し
ま
す
。

■
下
水
道
利
用
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　毎
年
暖
房
を
使
用
さ
れ
る
時
期
に
下

水
道
に
灯
油
を
流
す
方
が
い
ま
す
。
下

水
は
微
生
物
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、
灯

油
が
混
入
す
る
と
微
生
物
が
弱
り
、
処

理
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
機
能
を
完
全

に
回
復
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用
と
長

い
時
間
が
か
か
り
、
最
悪
の
場
合
、
下

水
道
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
灯
油
な
ど
の
危
険

物
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
天
ぷ
ら
油
、
タ

オ
ル
、
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
異
物
が
流
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
下
水
処
理

場
、
ポ
ン
プ
場
の
故
障
や
下
水
道
管
が

つ
ま
る
原
因
と
な
る
た
め
絶
対
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
冬
期
の
融
雪
の
上
水
道
使
用
に
つ
い
て

　融
雪
に
水
道
水
を
使
用
す
る
と
、
水

道
料
金
が
高
額
に
な
る
と
と
も
に
、
下

水
道
料
金
も
高
額
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
（
公
共

下
水
道
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
）

☎
４
６
４
・
１
３
１
５

問
役
場
水
道
課
水
道
施
設
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
１

町
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　屋
外
拡
声
子
局
か
ら
の
放
送
を
聞
き

逃
し
た
場
合
は
、
電
話
で
放
送
内
容
を

確
認
で
き
る
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
】

☎
４
６
２・０
０
９
７
☎
４
６
２・０
０
９
８

※
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
５

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

　12
月
4
日
～
10
日
は
人
権
擁
護
週
間

で
す
。
期
間
中
は
い
ろ
い
ろ
な
人
権
尊

重
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
5
日

㈭
15
時
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ナ
ビ
オ
な
ど
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
５

竜
ヶ
浜
荘
職
員
を
募
集

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
竜
ヶ
浜
荘
で

は
介
護
看
護
体
制
充
実
の
た
め
、
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
竜
ヶ
浜
荘
☎
４
６
２
・
２
６
０
０

国
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　次
の
国
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す
。
希
望
者
は
12
月
11
日
ま

で
に
立
山
砂
防
事
務
所
で「
入
札
の
手

引
き
書
」の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

所
在
地 

富
山
市
中
番
字
小
杉
割
7
番
4

地
目

　土
地
（
７
４
８
．
４
㎡
）

問
国
土
交
通
省
立
山
砂
防
事
務
所
総
務
課

☎
４
８
２・１
１
１
１

県
立
中
央
農
業
高
等
学
校

農
業
特
別
専
攻
科
入
学
者
募
集

　県
立
中
央
農
業
高
等
学
校
で
は
、
社
会

人
を
対
象
に
入
学
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員

　担
い
手
育
成
コ
ー
ス
約

10
人
、
庭
園
コ
ー
ス
約
10
人

■
志
願
期
間

　12
月
6
日
㈮
～
平
成
26

年
1
月
6
日
㈪
正
午

■
試
験
日

　平
成
26
年
1
月
17
日
㈮

問
県
立
中
央
農
業
高
等
学
校

☎
４
８
３
・
１
９
１
１

くら
し
の

　
 

情
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問町地域包括支援センター☎462-9088

ひとこと介護予防
「足腰しっかりコース」参加者 募集！

　最近「よく、つまずくようになった」、「立ち上がるの
が大変になってきた」と感じることはありませんか？
　日常の動作に欠かせない筋肉を鍛え、楽に過ごすため
の教室を開催しています。椅子に座ってできる簡単な運
動を中心に、一人ひとりにあった指導を行っています。
　今より元気になりたいと感じている方は、ぜひご連絡
ください！
対象者　介護保険認定を受けていない、65 歳～ 80 歳
で、以下の質問に 3 つ以上「いいえ」となる方。
❶階段を手すりや壁を伝わらずに上がっている
❷椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっている
❸ 15 分程度続けて歩くことができる。
❹この 1 年間、転ばずに過ごしている。
❺転倒に対する不安はない。
実施期間　12 月 18 日㈬～平成 26 年 3 月 19 日㈬
　　　　　※週 1 回の開催です
実施場所　常願寺ハイツ（送迎あり）
申込期限　12 月 13 日㈮

広報たてやま　2013.12広報たてやま　2013.12



事業所

屋
根
雪
下
ろ
し

家
屋
周
辺
除
雪

私
道
除
雪

排
雪
対
応

対応可能地域 電話番号
連絡可能時間

平日 土日・祝日

立山山麓森林組合
○ ○ － ○ 町内全域

【平日】483-1826
【土・日】090-4681-
　　　  8570

8 時半～17 時 8 時半～17 時
（受付のみ）富山市馬瀬口 86

㈱奥村建設立山支店
○ ○ ○ ○ 下段地区 463-3375 8 時～17 時 －

榎 132

新栄建設㈱
○ ○ ○ ○ 大森地区 463-1165 8 時～17 時

－

大清水 18
（第 1・3 土曜日のみ

8 時～12 時）

㈱吉川工業
○ ○ ○ ○ 利田地区 463-3303 8 時～17 時半 －

五郎丸 80-1

山本組
○ ○ ○ － 東谷地区 463-0237 9 時～17 時 －

谷口 85

松嶋建設㈱
○ ○ ○ ○ 釜ヶ渕、岩峅寺地区 463-0885 8 時～18 時

道源寺 574

丸新志鷹建設㈱
○ ○ ○ ○ 立山地区 481-1201 8 時～17 時

8 時～17 時

芦峅寺 49 ＦＡＸのみ受付

㈱志鷹組
○ ○ ○ ○ 立山地区 482-1814 8 時～17 時 －

芦峅寺 28

野沢工業㈱
○ ○ ○ ○ 新川地区 462-1127 8 時～17 時 －

浦田 1193

〒
930－

0292富
山

県
中

新
川

郡
立

山
町

前
沢

2440
番

地
☎

0
7

6
－

4
6

3
－

1
1

2
1

　
ＦＡＸ

0
7

6
－

4
6

3
－

1
2

5
4

善
意
銀
行
～
9
月
受
付
分
～

●
堀
文ふ

み
か
ず一　

様　
　
　

10
万
円

●
有
山
勉　

様　
　
　

10
万
円

●
松
井
哲
二　

様　
　

10
万
円

●
雄
山
中
学
校
昭
和
34
年
3
月

　

卒
業
合
同
ク
ラ
ス
会　

様　

　
　
　
　
　

４
６
，
８
１
１
円

●
渡
辺
征
男　

様　
　

10
万
円

●
伊
井
信
弘　

様　
　

10
万
円

●
黒
田
幹
夫　

様　
　

5
万
円

●
浅
生
正
昭　

様　
　

5
万
円

●
野
﨑
郁
雄　

様　
　

10
万
円

●
広
明
聖し
ょ
う
し
ん
信　

様　
　

10
万
円

 

ふ
る
さ
と
納
税

●
黒
田
雄
樹　

様（
神
奈
川
県
）

1
万
円

●
内
藤
潤　

様　
　
（
北
海
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
万
円

●
北
川
俊
哉　

様
（
千
葉
県
）

1
万
円

●
杉
村
哲
也　

様
（
北
海
道
）

1
万
円

●
松
尾
厚　

様　

  

（
東
京
都
）

1
万
円

●
西
美
友
加　

様
（
東
京
都
）

１
万
円

●
小
川
裕　

様　
　
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
万
円

●
匿
名　

様 

21
件 

　

22
万
円

11 月 1 日現在の人口

人口 27,257 人 （－ 213）

男性 13,065 人 （－ 99）

女性 14,192 人 （－ 114）

世帯数   9,168 世帯 （＋ 41）

（　）内は前年同月増減

1～10 月の町犯罪発生状況

件数 71 件 （前年比－ 9 件）

10 月の人の動き

出生 19 人 転入 63 人

死亡 28 人 転出 50 人
TOYAMA

TATEYAMA

町の
　　動き

編
集

と
発

行
／

富
山

県
中

新
川

郡
立

山
町

広
報

た
て

や
ま

　
平

成
25

年
12

月
号

　
通

巻
720

号
（

毎
月

1
回

1
日

発
行

）　
昭

和
29

年
1

月
10

日
第

1
号

発
行

立山町ホームページ http://www.town.tateyama.toyama.jp/   メールアドレス info@town.tateyama.toyama.jp

広
報た
て
や
ま

そ
の
こ
と
、
ひ
と
こ
と

　今
月
号
の
表
紙
は
「
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ

ク
」
と
い
う
技
法
で
す
。
ど
こ
か
に
あ

な
た
の
写
真
が
あ
る
か
も
？
（
ワ
タ
ル
）

　冬期間の安全・安心対策を図るため、特に高齢者などにとって困難な屋根雪下ろしや私道除雪など（有
料）を行う事業所の情報を掲載します。料金などについては各事業所へ問い合わせください。
※高齢者世帯に限らず、世帯の諸事情などで作業困難な場合にもご利用ください。

問健康福祉課社会福祉係☎ 462-9954

除・排雪登録事業所一覧

※ 12/28 ～ 1/3 は休み

※ 12/28 ～ 1/5 は休み


